
自然環境保全基礎調査における
ALOSデータの利活用



自然環境保全基礎調査とは自然環境保全基礎調査とは

• 緑の国勢調査

• 根拠：自然環境保全法第４条

• 昭和４８年から概ね５年毎に実施

• 日本全体の自然環境の状況を調査

• 平成１７年～ 第７回調査を実施中
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自然環境保全基礎調査における
今後のALOSALOSデータデータの利活用について

（１）植生調査への利用

・ 衛星画像を利用した植生判読手法の開発・導入により、

全国植生図の整備を大幅に効率化

・ よりおおまかな植生区分による相観植生図の作成・更新
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・ 衛星画像を利用した植生判読手法の開発・導入により、

全国植生図の整備を大幅に効率化

・ よりおおまかな植生区分による相観植生図の作成・更新

高精度のデータを
高頻度に取得可能

（２）湿地調査等への利用

・ 湿原等の改変状況を迅速に把握 など

（２）湿地調査等への利用

・ 湿原等の改変状況を迅速に把握 など



植生調査結果植生調査結果
全国現存植生図全国現存植生図
第６回自然環境保全基礎調査より作図



自然環境情報ＧＩＳ自然環境情報ＧＩＳ ＣＤ－ＲＯＭ（第２版）ＣＤ－ＲＯＭ（第２版）

植生分布（山梨県植生分布（山梨県 第２・３回植生調査）第２・３回植生調査）
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従来の植生図作成手法

空中写真の取得

空中写真の正規化

判読図の作成

現地調査

植生原図案

植生原図

ALOSデータの取得

画像の位置合わせ

判読図の作成
（自動化）

現地調査

植生原図案

植生原図

衛星画像を利用した
植生図作成手法

作業の作業の
大幅な効率化大幅な効率化

多大な労力・
時間・経費が
必要

簡略化

縮尺：1/25,000

高頻度・
高精度
・均一

（１）植生調査への利用（１）植生調査への利用



衛星データを用いた市街地における解析事例

資料）宇宙航空研究開発機構(JAXA)

■■分類結果■■分類に使用した画像

市街地における
緑地を抽出した
事例

植生の生育している部分
は赤く表示されている

0 1km 0 1km

（ＡＬＯＳシュミレーションデータ）



自然林における解析事例

第6回植生図

衛星画像（落葉後～展葉前）

常緑樹（植林地が多い）を
網掛けで表示

落葉後～展葉前の衛星画像の利用により、
落葉樹と常緑樹（植林地が多い）の区分が可能。

衛星画像（展葉後）

衛星画像はASTER（解像度15m）のデータを使用



全国植生図の整備計画

第１期衛星画像図幅（市街地、農地、植林地など）

従来手法図幅（自然林、自然草原） 第7回、第8回調査

第２期衛星画像図幅（里地）

植生図作成済み図幅

凡例

衛星データを活用し、判別が容
易な市街地・農地・植林地等を
主に含む地域での整備を促進



（２）湿地調査などへの利用（２）湿地調査などへの利用

湿原の面積変化を迅速に把握
など

例えば・・・例えば・・・

陸域における主な湿地分布図
（第５回自然環境保全基礎調査（湿地調査）結果）

陸域における主な湿地分布図
（第５回自然環境保全基礎調査（湿地調査）結果）


